
ゼミ紹介

同じ業界で同じような品揃えをしている企業の
間で業績に違いが生まれてくるのはなぜでしょ
うか？ こうした企業間の業績の差異に影響を与
える「経営戦略」をいかに策定し実行に移してい
くのかについて、ゼミ生各自が興味のある企業
や業界を題材としながら研究を進めています。

本ゼミの目的は、組織や人材をマネジメントする
うえで必要な専門知識の習得とその活用にあり
ます。習得した知識を活かし、企業などの組織
行動を分析するとともに、グループを編成し、組
織的な活動や人材マネジメントについて体験す
るためのワークを積極的に行います。

このゼミでは、財務諸表分析から学習を始め、
最終的に財務会計や国際会計に対する理解
を深めることを目的としています。ここでは、
会計学をテーマにグループ学習を通じて、学
生が主体的に研究を行い、その成果をゼミ内
や他大学との発表大会で報告しています。

経営学系 主な専門ゼミ

経営戦略ゼミ
仁平 晶文 教授

経営組織論ゼミ
藤波 美帆 准教授

会計ファイナンスゼミ
五十川 陽 准教授

経済史とは、現代社会の様ざまな問題を歴史
的な視点で考える学問です。このゼミでは「な
ぜ豊かな国と貧しい国が生まれたのか」を、約
600年前からの地球全体の変化に注目して議
論しています。経済学科でこそ学べる生産・消
費・流通の歴史を学んでみませんか？

時給の高いアルバイトと時給の低いアルバイトがあ
るのは、なぜでしょうか。大学生の就職内定率は、
なぜ景気に影響を受けるのでしょうか。労働経済
学では、賃金水準と雇用水準がどのように決まって
いるのかを学ぶことを通じて、社会が直面する課
題や変化を理解できるようになることを目指しま
す。

まちづくりとボランティアという実践的な活動
を、行政（千葉市、稲毛区）、千葉大学、商店街、
福祉施設などと行い《地域活性化》で成果をあ
げています。ゼミ生の活躍が地域を支え、ゼミ
生はその経験を自らの強みとしてアピールして
就活へと繋げます。

経済学系 主な専門ゼミ

グローバル経済史ゼミ
宗村 敦子 専任講師

労働経済学ゼミ
東 三鈴 教授

都市経済論（まちづくり）ゼミ
粟沢 尚志 教授

このゼミでは、現象学、政治哲学、社会哲学等の
文献を講読することを通して、私たち人間はどのよ
うな在り方をしているのか、私たちの日常はどのよ
うにしてつくられるのかを考察しています。これら
の文献を全員で解釈しながら、洞察力、言語の表
現力を身につけさせることが、このゼミの目的で
す。

実用英語ゼミでは、日本の代表的な企業の経営に
ついて英語で解説した教科書と、人工知能（AI）に
ついての概要を解説した英語の教科書を用いて、
ビジネス・企業経営や経済・金融、AI・ITやデータサ
イエンスの内容を英語で学びます。TOEICなどの
資格試験対策の教材を学習することもあります。

本ゼミでは、運動指導に役立つ理論、競技者の性
格、運動とモチベーション、実力発揮と緊張など、
運動場面で生じている出来事を心理学的視点か
ら学びます。また、様ざまな調査法を学習し、自ら
調査の実施・分析・発表をすることによって、課題
解決に向けた論理的思考力の獲得を目指していま
す。

教養分野系 主な専門ゼミ

教育と哲学
小池順子 教授

実用英語ゼミ
堀口和久 教授

運動・心理学ゼミ
鈴木 敦 専任講師
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科目一覧 実変さ化せするるた時め代、に令求和め7年ら度れ4る月優かれらた新実カ践リ力キュとラ問ム題を解決導入能しま力をした身。に社つ会け全た体を人材思いの育や成りな体制がらをそさのら発に充展に貢献していくための広い視野と高い倫理意識を育むことを目的としたプログラムになっています。

学びの基本形態
「教養科目群」「専門科目群」「ゼミナール科目群」の3つから科目の履修登録が可能です。

教養

教養 科目区分
教養必修

教養選択必修

教養選択

専門基礎必修
専門必修

専門選択必修

専門選択

専門必修

専門選択必修

専門選択

ゼミナール必修
ゼミナール選択

分野

教養基礎

人文科学

文学 外国文学 日本史概説Ⅰ・Ⅱ 外国史概説Ⅰ・Ⅱ

情報リテラシー基礎 キャリア・デザインⅠ・Ⅱ
建学の精神を学ぶ 基礎英語Ⅰ・Ⅱ 文章表現Ⅰ・Ⅱ 基礎数学Ⅰ・Ⅱ
スポーツ実習Ⅰ

日本文化史 哲学Ⅰ・Ⅱ 心理学Ⅰ・Ⅱ カウンセリング入門
ポジティブ心理学 倫理学 教育原理 博物館概論 
博物館資料論 博物館教育論 生涯学習概論 博物館展示論

情報リテラシー応用 コンピュータ概論 プログラミング入門 マルチメディア処理入門 
Webアプリケーション入門 データサイエンス入門 データサイエンス実践Ⅰ・Ⅱ 人工知能
情報ネットワーク データベース 情報セキュリティ 情報システム構築論 

社会学 社会心理学 社会思想史Ⅰ・Ⅱ コミュニケーション論 
法学入門 日本国憲法 刑法 政治学Ⅰ・Ⅱ

英会話Ⅰ・Ⅱ ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ 総合英語Ⅰ・Ⅱ 中国語Ⅰ・Ⅱ 

健康科学Ⅰ・Ⅱ 食と健康 スポーツ実習Ⅱ  
キャリア・アップ プレ・インターンシップ 業界研究・企業研究
教養特別講義A～ L

経済学入門Ⅰ・Ⅱ 経営学入門（マネジメント） 経営学入門（アカウンティング）
ミクロ経済学Ⅰ マクロ経済学Ⅰ

マネジメント概論 アカウンティング概論

基礎ゼミナールⅠ～Ⅲ プレゼミナール ゼミナールⅠ～Ⅳ
特別ゼミナールⅠ～Ⅳ 卒業論文

※中学（社会）高校（公民）の教員免許取得を目指す人は、教職課程関連科目を受講する必要があります。   
※科目の名称等は変更となる場合があります。   

外書講読（教養）Ａ～D

国際関係論Ⅰ・Ⅱ 地理学 地誌学 地域創造入門 
ボランティア・NPO論

産業デザイン論Ⅰ・Ⅱ 生態学 自然史概説 地球環境入門

公務員講座（文章理解）Ⅰ・Ⅱ 公務員講座（数的処理）Ⅰ～Ⅳ 公務員講座（法律）Ⅰ・Ⅱ 公務員答練（文章理解）Ⅰ・Ⅱ
公務員答練（数的処理）Ⅰ・Ⅱ 公務員答練（法律）Ⅰ・Ⅱ 公務員答練（総合）Ⅰ・Ⅱ 簿記答練
販売士講座Ⅰ～Ⅳ 証券外務員講座Ⅰ・Ⅱ 宅建講座Ⅰ～Ⅳ FP講座Ⅰ・Ⅱ 
FP答練 自己表現 博物館情報メディア論 博物館資料保存論
博物館実習 史料講読 古文書学 地域文化論 
千葉の文化論 基本情報答練（アルゴリズム） 一般常識講座 SPI講座
コミュニケーション・マナー講座       

経済経営数学基礎Ⅰ・Ⅱ 統計学Ⅰ・Ⅱ 計量経済学Ⅰ・Ⅱ ミクロ経済学Ⅱ 
マクロ経済学Ⅱ ゲーム理論 経済学説史Ⅰ・Ⅱ 日本経済史Ⅰ・Ⅱ
国際経済学Ⅰ・Ⅱ 財政学Ⅰ・Ⅱ 公共経済学Ⅰ・Ⅱ 地域経済学 
都市経済学 金融論Ⅰ・Ⅱ 経済データ分析基礎 

経済経営数学基礎Ⅰ・Ⅱ 経営戦略論Ⅰ・Ⅱ マーケティング論Ⅰ・Ⅱ 経営管理論Ⅰ・Ⅱ 
人的資源管理論Ⅰ・Ⅱ 経営組織論Ⅰ・Ⅱ 現代企業論Ⅰ・Ⅱ 中小企業論
初級簿記Ⅰ・Ⅱ 財務会計論Ⅰ・Ⅱ 管理会計論Ⅰ・Ⅱ 財務分析Ⅰ・Ⅱ   

西洋経済史Ⅰ・Ⅱ 日本経済論Ⅰ・Ⅱ 産業組織論Ⅰ・Ⅱ 経済政策 
開発経済学Ⅰ・Ⅱ 外国経済論 地方財政論Ⅰ・Ⅱ 国際金融論Ⅰ・Ⅱ
ファイナンス論Ⅰ・Ⅱ 証券市場論 労働経済学Ⅰ・Ⅱ 社会保障論Ⅰ・Ⅱ 
行動経済学Ⅰ・Ⅱ 法と経済学 環境経済学 経済データ分析Ⅰ・Ⅱ
地域政策Ⅰ・Ⅱ 千葉の経済Ⅰ・Ⅱ 実践まちづくり論Ⅰ・Ⅱ 都市活性化論Ⅰ・Ⅱ 
地域企業活性化論 公共交通と地域社会 「論語と算盤」で読み解く日本企業論 民法Ⅰ・Ⅱ
労働法 経済法 租税法Ⅰ・Ⅱ 行政法　　　　　　行政学 
リサーチ・デザイン Introductory Economics 外書講読（経済）A・B 経済学特別講義A～Z

流通論Ⅰ・Ⅱ 経営史Ⅰ・Ⅱ 産業史Ⅰ・Ⅱ イノベーション論Ⅰ・Ⅱ 
国際経営論Ⅰ・Ⅱ CSR論 コーポレート・ガバナンス論 スポーツマネジメント
スタートアップ起業論 組織学習論 企業文化論 企業ネットワーク論 
生産管理論 経営情報システム論 リスクマネジメント 環境経営論
リサーチ・デザイン 経営統計 会社法 中級簿記Ⅰ・Ⅱ 
上級簿記Ⅰ・Ⅱ 工業簿記Ⅰ・Ⅱ 原価計算論Ⅰ・Ⅱ　　　　　　　租税法Ⅰ・Ⅱ
ファイナンス論Ⅰ・Ⅱ　　　　    統計学Ⅰ・Ⅱ 計量経済学Ⅰ・Ⅱ ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱ 
マクロ経済学Ⅰ・Ⅱ　　　　　  ゲーム理論 産業組織論Ⅰ・Ⅱ 行動経済学Ⅰ・Ⅱ
Management・Accounting　   外書講読（経営） 外書講読（会計） 経営学特別講義A～Z 
 

歴史学・民俗学調査法 民俗学 考古学　　　　　　　　　　　 博物館経営論

自然科学

社会科学

語学

スポーツ・健康科学
キャリア支援
教養特別講義

コース関連科目

専門基礎共通

経済

経営・会計

ゼミナール

専門

ゼミ
ナール

ジェンダー論




